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 （一）   明治新聞雑誌文庫ニューズレター         第十号            二〇二二（令和四）年四月二十八日 木曜日 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
号
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開 

 

二
〇
二
二
年
三
月
三
〇
日
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
号
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
オ
ン
ラ

イ
ン
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
約
二
、
〇
〇
〇
点
の
明
治
～
昭
和
戦
前
期
の
新
聞
号
外
が
、
い

つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
規
模
で
の
新
聞
号
外
の
画
像
公
開
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
と
、
公
開
初
日
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

https://iiif.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/repo/s/gogai/
page/home 

▲多様な形態で発行された号外 

号外 
コレクション 
公開サイト 

記
事
タ
イ
ト
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索

で
き
る
ほ
か
、
年
月
日
か
ら
探
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
既
に
公
開
中
の
『
東
洋
自
由
新
聞
』

『
改
進
新
聞
』
（
「
宮
武
外
骨
蒐
集
資
料
」
）

と
同
じ
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
探
す
こ
と
も
で

き
、
使
い
や
す
い
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
評
判
で

す
。
前
号
で
お
伝
え
し
た
館
内
公
開
デ
ー
タ

を
さ
ら
に
整
備
し
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
へ
と
至
り
ま
し
た
。 

時代の「瞬間」を伝える 

 

◀紙面を拡大して閲覧可能 

▼好評なカレンダー検索 

大
き
な
事
件
に
対
し
て
当
時
の

人
々
が
受
け
取
っ
た
衝
撃
、
そ
の
「
瞬

間
」
を
感
じ
ら
れ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

号
外
と
い
う
報
道
の
歴
史
資
料
を
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。 

号
外
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
寄
付
金
に

よ
る
ご
支
援
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

遠
隔
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
い
ち
早

く
応
え
ら
れ
る
閲
覧
環
境
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
（
二
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

資
料
作
成
と
い
う
意
味
合
い
で
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

来
館
利
用
と
い
う
選
択
肢
が
減
り
、
可
能
な

部
分
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
し
た
い
と
、
東

京
大
学
学
術
資
産
ア
ー
カ
イ
ブ
化
推
進
室

へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
推
進
室
が
運
用
す
る

サ
ー
バ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
の

し
や
す
さ
な
ど
利
便
性
が
向
上
し
、
画
像
を

拡
大
で
き
る
こ
と
で
小
さ
な
紙
面
の
可
読

性
も
向
上
し
て
い
ま
す
。 

 

号
外
は
、
新
聞
本
紙
と
同
じ
く
劣
化
し
や

す
い
用
紙
に
印
刷
さ
れ
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
い

も
の
も
多
く
定
型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
存
、

閲
覧
が
難
し
い
資
料
の
た
め
、
当
初
は
代
替 

戦
況
の
変
化
を
報
じ
、
同
日
中
に
連
続

発
行
さ
れ
た
『
函
館
毎
日
新
聞
』
号
外 

 



  

 

（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第十号            二〇二二（令和四）年四月二十八日 木曜日 

（二）  

国
文
学
研
究
資
料
館
に
協
力 

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
デ
ジ
タ
ル
研
究
で
活
躍 

特
別
展
で
資
料
を
パ
ネ
ル
展
示 

「写
真
の
中
の
鴎
外 

人
生
を
刻
む
顔
」 

展 

（文
京
区
立
森
鴎
外
記
念
館
） 

特
別
展
「
写
真
の
中
の
鴎
外 

人
生
を
刻

む
顔
」 

展(

会
期
二
〇
二
二
年
一
月
九
日
（
日
）

～
四
月
十
七
日
（
日
）)

で
『
グ
ラ
ヒ
ッ
ク =

 

T
h
e
 g

ra
p
h
ic

』
に
掲
載
さ
れ
た
、
観
潮
楼
に

暮
ら
す
森
鴎
外
夫
人
の
森
志
げ
、
長
女
森
茉

莉
の
写
真
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

新
聞
資
料
の
補
修
、
撮
影
進
む 

新
規
所
蔵
資
料 

上
野
日
々
新
聞 

今
回
寄
付
金
を
活
用
し
、
『
上
野
日
々
新

聞
』
、
『
同
盟
改
進
新
聞
』
の
補
修
と
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

資
料
の
皺
を
伸
ば
し
、
良
い
紙
面
状
態
で 

国
文
学
研
究
資
料
館
が
提
供
す
る
「
明
治

期
出
版
広
告
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
公
開
中
の
「
宮
武
外
骨
蒐
集
資
料
」
よ

り
『
改
進
新
聞
』
『
東
洋
自
由
新
聞
』
が
活

用
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
、
雑
誌
類
に
掲
載
さ

れ
た
明
治
二
十
三
年
ま
で
の
出
版
物
広
告

の
検
索
が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
広
告

の
画
像
も
見
ら
れ
ま
す
。 

撮
影
し
た
あ
と
、
保
存
箱
に
収
納
し
て
い

ま
す
。 

「
絵
葉
書
類
別
大
集
成
」
は
、
外
骨
の
個

性
あ
ふ
れ
る
大
人
気
の
資
料
で
す
。
民
俗
学

や
風
俗
史
の
研
究
資
料
と
し
て
の
ニ
ー
ズ

も
高
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
文
庫
館
内
端
末
で
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
閲

覧
で
き
ま
す
。 

今
回
の
収
納
箱
は
寄
付
金
に
よ
り
製
作

い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
資
料
は
、
外
骨
が
ユ
ニ

ー
ク
な
視
点
で
選
ん
だ
絵
葉
書

が
主
題
ご
と
に
貼
り
込
ま
れ
た

も
の
で
す
が
、
ア
ル
バ
ム
か
ら

の
絵
葉
書
の
剥
落
や
外
装
の
劣

化
な
ど
、
懸
念
の
多
い
資
料
で

し
た
。 

今
回
新
規
に
専
用
の
中
性
紙

保
存
箱
を
作
成
し
、
収
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
性
紙

保
存
箱
に
は
一
定
の
調
湿
効
果

が
あ
り
、
埃
や
カ
ビ
か
ら
の
保

護
と
な
り
ま
す
。 

外
骨
が
遺
し
た
絵
葉
書
帖
を
収
納 

 

（
一
面
よ
り
続
く
） 

号
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
全
国
紙
か
ら
地
方

紙
ま
で
新
聞
各
社
が
競
っ
て
号
外
を
発
行
し
た
日

露
戦
争
期
の
も
の
を
中
心
に
、
宮
武
外
骨
が
蒐
集

し
た
明
治
初
期
発
行
の
も
の
や
、
日
清
戦
争
、
明
治

天
皇
崩
御
、
関
東
大
震
災
の
際
に
発
行
さ
れ
た
も

の
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

日
露
戦
争
の
頃
に
は
購
読
者
獲
得
の
た
め
、
新

聞
社
に
よ
る
空
前
の
号
外
発
行
競
争
が
東
京
大
阪

だ
け
で
な
く
全
国
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

宮
武
外
骨
が
編
纂
し
た
「
絵
葉
書
類
別
大
集
成
」
を
改
修
後
の

新
し
い
書
架
に
合
わ
せ
て
、
中
性
紙
保
存
箱
に
収
納
し
ま
し
た
。 

『
上
野
日
々
新
聞
（
こ
う
ず
け
に
ち
に
ち

し
ん
ぶ
ん
）
』
は
明
治
文
庫
新
規
資
料
と
な

る
新
聞
で
改
修
後
の
書
架
点
検
の
際
、
見
つ

か
り
ま
し
た
。 

『
同
盟
改
進
新
聞
』
は
若
き
黒
岩
涙
香
が

手
が
け
た
新
聞
で
、
日
刊
新
聞
と
し
て
刊
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
四
十
五
号
で
廃
刊
と
い
う

短
命
に
終
わ
り
ま
し
た
。
題
字
は
勝
海
舟
の

揮
毫
に
よ
る
と
、
宮
武
外
骨
が
『
公
私
月
報
』

二
十
五
号
で
述
べ
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
所
蔵
が
稀
少
な
新
聞
で
、
当
館

が
国
内
で
の
最
古
号
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

共
に
所
蔵
年
月
日
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
通

読
調
査
し
や
す
い
資
料
で
す
。 

http://base1.nijl.ac.
jp/~meiji_pa/ 

明治期出版広告
データベース 

左：同盟改進新聞 

右：新規資料の上野日々新聞  

写
真
版
の
絵
葉
書
に
は
銀
鏡
化
と
い
う
劣
化
が
判
明

し
、
保
護
と
な
る
間
紙
の
挟
み
込
み
を
行
い
ま
し
た
。 

ア
ル
バ
ム
に
は
「
相
対
語
表
」「
鵜
の
目
鷹
の
目
」「
猫
」

と
い
っ
た
様
々
な
主
題
の
題
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、一
点

ず
つ
外
装
が
異
な
り
ま
す
。コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
背
表

紙
を
一
覧
で
き
る
収
納
箱
も
作
成
し
ま
し
た
。 

 

 

 

◀個性が溢れる主題で 
装丁されたアルバム 

▶間紙による写真保護 


